
第２回滋賀県がん診療連携協議会研修調整部会

議 事 概 要

●日 時 平成２３年２月１５日（火）18時 00分～19時 15分
●場 所 滋賀医科大学 管理棟 大会議室

●出席者 別表のとおり

●議題

１．平成２２年度の取組結果について

①フォーラム・講演会等の開催情報について

平成２２年８月末現在のフォーラム・講演会等開催情報を協議会ホームページに掲載

している。又、同年１２月末現在の掲載を準備中である。

今後、定期的な期限を設けて（3カ月ごとに）同開催情報を更新していく。又、開催

済みのものについては参加者数を報告する。

②研修会等の評価及び終了証書について

第１回研修調整部会においてアンケート、報告書、受講届及び終了証書を交付するこ

とについて提案され、更に各団体等にて検討していただき、部会案として企画運営委員

会に提案する。

③国立がん研究センターの研修について

「がん看護研修企画・指導者研修」は調整することなく 4名参加したこと、「がん看護

専門分野（指導者）実地研修」は応募者が無かったこと及び「がん化学療法医療チーム

養成指導者研修」は県の推薦が必要な国立がんセンター受講者一覧に基づき順番に応募

する。同一覧より本年度は滋賀医大が応募し受講した。

④今後のフォーラム・講演会等の開催計画のあり方について

患者側の希望するテーマ及び放射線治療関係を盛り込むこと、又、がん検診参加者の

増加を目指した計画を各団体等に要請した。

以上の報告があり、了承された。

２．平成２３年度の取組みについて

①フォーラム・講演会等の開催情報について

・がん検診の取組み等について啓蒙の研修を行うこと。

・講演会等の参加者をいかに増やすか。

・県の推薦がいらない研修や調整の必要がない研修への受講者数を把握し、拠点病院

コメディカルの人材がいかにうまく蓄積されているかを調査できないか。

・年間の講演会等の情報公開にあたっては、がん種別一覧はできないか。

・参加者が多いか少ないかが判別できない。よって、会が成功したのかどうかわから

ない。

・開催情報は単に「セミナー」と表示するのでなく内容を明示すべきである。

・参加者の増員につながる情報を提供すべきである。

などの意見が出された。

なお、今後、拠点病院におけるコメディカルの有資格者を調査することとなった。



②研修会受講評価システムについて

・研修シールを発行し、参加を促している。

・拠点病院で研修は行っているが、評価をどこでやるかが問題である。

・ポイント制があり、受検資格を取れる制度はある。

研修会に参加して、ポイントを取り、資格更新をしているものもある。

ポイントを取得できる研修会が必要。

・自己研削の中にあって、各団体がインセンティブになるようなことを考えることが

重要である。例えば、肺がん検診では病院、開業医を含め、講習会に参加しないと

検診できず、自治体と組んで標榜資格を取得することになり、インセンティブにな

る。

講演会等の参加者にダイレクトメールでリピーターの参加を促す。

・がん診療連携協議会のもとで各団体共催という形で認定のポイントにもなる。よっ

て、一般市民を含め応募者の増にもつながる。

情報はホームページしかないのか、病院内に掲示するなどＰＲの仕方も検討する必

要がある。

・自治体のインセンティブのある評価と部会が交渉して互換性があるものにする。

・事務局にて講演会等の情報収集にあたって、開催者より参加者の数を把握する

こと。

・広報に掲示することは県より市町村に依頼することはできないか。又、マスコミを

通じての広報はどうか。

などの意見が出された。

本部会としては、

・受講評価システムについては各分野それぞれインセンティブがあるようなものとし、

自治体の評価システムとの互換性あるものにすることを提案する。

・参加者の評価については一般の方については評価しないが、各団体ごとに資格が異

なり、自治体が持っている資格（評価）と迎合するものでなければこのシステムは

むつかしいが、これが出来るならばこの部会として進めたい。

以上の方向性が示された。



第２回滋賀県がん診療連携協議会研修調整部会 出席者名簿

（塗りつぶし：欠席者）

施設・団体名 所属・職名 氏名 備考

部会長 滋賀医科大学医学部附属病院
消化器外科診療科長

（外科学講座 教授）
谷 徹 医師

副部会長 大津赤十字病院 第一呼吸器科部長 山中 晃 医師

副部会長 成人病センター
副院長

（婦人科部長）
髙倉 賢二 医師

部会員 滋賀医科大学医学部附属病院 看護部 副看護部長 多川 晴美 看護師

〃 大津赤十字病院 看護副部長 北川 久美 看護師

〃 成人病センター
看護部 副参事

(がん看護支援室長)
吉田 智美 看護師

〃 公立甲賀病院 内科副部長 石塚 泉 医師

〃 〃 看護局 看護師主任 松林 紀子 看護師

〃 彦根市立病院 内科医長 吉川 浩平 医師

〃 〃 外来科長補佐 木下 千恵美 看護師

〃 市立長浜病院
診療局理事

（呼吸器科部長）
寺田 泰二 医師

〃 〃 看護局 山岸 美紀 看護師

〃 社団法人滋賀県医師会 理事 大西 淳夫 医師

〃 社団法人滋賀県薬剤師会 会営薬局守山 橿原 智郁子 薬剤師

〃 社団法人滋賀県看護協会 ナースセンター長 辻橋 幹恵 看護師

〃 社団法人滋賀県放射線技師会 理事 吉村 雅寛
(大津赤十字

病院)

〃
社団法人滋賀県臨床検査技師

会
理事（事務局長） 岩井 宗男

(滋賀医大病

院)

〃 滋賀県健康福祉部健康推進課 主幹 黒橋 真奈美 滋賀県

〃 成人病センター 経営企画室 主査 沼波 輝
協議会事務

局

代

代

代



部会事務

局
滋賀医科大学 医療サービス課 （事務局担当：課長補佐今堀道明）


